


■運転操作による回収ミス
① ロボコーンによる回収作業は、運転に熟練が必要で、車両を後退させながらアームのキャッ

チ部（幅45cm）にラバコーン（キャッチ部約20cm）を収める必要があるが、キャッチ部
から外れてしまった（機械的な問題はなし）

■ラバコーンをキャッチできなかった事に気づけなかった
① ラバコｰンをキャッチできなかった場合は、車体でラバコーンを引きずった音、乗り上げた感触、

荷台にラバコーンが上がってこないことに気づくのが通常であるが、ラバコーンが車両の外側
に倒れたことや、作業員が漫然としていたことから、キャッチできていないことに気づくことがで
きなかった。

② 運転手は、バックモニターとサイドミラーを確認しながら後進しての作業のため、前方を見て
ラバコーン回収状況を確認することができない状況であった。

【原因（詳細）】

【今後の対策（案）】
① 熟練した運転手であってもラバコーンをキャッチできないことが生じる旨を認識し、安全で確

実な回収作業を行えるよう作業手順書に記載し、安全教育やＫＹ活動により教育を繰
り返す。（安全教育︓１回/月程度、KY活動︓規制作業の都度）

② 運転手は、ラバコーンの引きずり音、乗り上げに感度を高め、荷台の作業員は、ラバコーン
が適正に上がってくるかを常に認識しながら作業を行うことを作業手順書に記載し、安全
教育やＫＹ活動により教育を繰り返す。（頻度は同上）

③ ロボコーン製造メーカーにアラート機能の装備について依頼を行い、装備が整うまでは、ラ
バコーンの回収状況（車両前方）確認するため、助手席に規制員を配置することを作
業手順書に記載し、実行する。
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アームキャッチエリアW=450 ラバコンキャッチエリアW=200

ラバコｰンを撤去できなかった場合は、車体後部・タイヤとラバコーンを引きずった、音・感触で気づくことがある。
外側に倒れたりすると、気づかないことがある。

■運転席状況
運転席にモニターが装着されている。
作業時、バックモニターとサイドミラーを確認しながら後進操作である。
ラバコーン未回収時、見落とす可能性有

■荷台状況
・荷台に乗車していた人員有
荷台上ラバコｰン整備員

・荷台乗車員からの後方側
ラバコｰン回収作業が荷台上から確認できない。

アームキャッチW=450に対し、ラバコンエリアがW=200であり、
視界不良の夜間時で時速8～9kmで後進しながらの、運転操作が熟練の運転技術を要する。

余分がW=250mmしかない

【参考】
■ラバコーンキャッチ部
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【ドライブレコーダー画像】
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